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本
書
は
著
者
が
嘗
て
古
代
の
出
雲
國
の
地
圖
を
作
ら
う
ε
し
て

出
雲
國
風
土
記
の
研
究
中
、
有
名
な
國
畢
者
の
校
正
を
纏
た
出
雲

國
風
土
記
解
や
田
雲
國
風
土
記
考
に
．
も
随
所
一
に
誤
謬
が
あ
る
楠
と
に

氣
附
い
て
出
雲
國
風
土
記
戦
争
を
礎
表
し
た
後
、
島
根
縣
皇
典
攻

究
分
所
が
企
て
た
出
雲
國
風
土
記
本
影
の
校
訂
事
業
に
加
は
り
、

諸
種
の
古
爲
本
を
見
る
機
動
を
得
て
更
に
研
究
を
進
め
る
ミ
共
に

薗
に
登
表
し
た
考
謹
を
も
訂
正
し
て
、
こ
Σ
に
本
書
を
出
版
す
る

に
至
つ
江
も
の
で
あ
る
。
本
文
の
註
羅
は
大
艦
古
來
の
註
繹
書
に

呪
い
て
あ
る
が
多
少
の
新
見
も
あ
り
、
特
に
地
理
に
就
い
て
は
よ

く
實
地
に
つ
い
て
綿
密
に
考
謹
し
、
從
來
の
諸
説
の
談
謬
を
訂
正

す
る
ミ
こ
ろ
が
多
く
、
古
代
歴
実
地
理
の
研
究
者
に
御
盆
す
る
所

が
鮮
少
で
な
い
。
末
尾
に
附
し
た
索
引
も
便
利
で
あ
る
（
四
六
版
、

三
九
五
頁
、
東
京
大
岡
田
書
店
登
行
、
三
三
・
二
〇
）
〔
松
野
）
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本
書
は
著
者
が
第
七
高
等
康
校
教
授
ミ
し
て
薩
南
の
地
に
あ
り

し
4
4
有
五
年
間
に
善
家
の
秘
笈
を
探
り
史
蹟
の
三
際
を
踏
査
し
て

九
州
地
方
ミ
琉
球
、
支
邦
、
南
洋
、
西
洋
諸
國
ミ
の
史
的
關
係
を

調
査
し
機
に
濁
れ
て
藝
丈
其
他
の
學
推
量
誌
並
に
新
聞
紙
上
に
嚢

表
せ
ら
れ
た
三
十
七
篇
の
論
文
を
纏
め
あ
れ
た
も
の
で
、
此
種
の

書
籍
の
皆
無
な
る
現
今
の
臼
田
史
墨
黒
東
洋
史
墨
界
の
鋏
賂
を
補

は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
凡
そ
地
方
史
の
研
究
は
そ
の
入
を
得
ざ
れ

ば
概
し
て
叢
誌
類
犬
の
結
果
を
招
き
易
い
。
然
る
に
研
究
者
に
そ

の
人
を
得
、
墨
書
黒
身
値
高
き
結
果
を
得
た
る
西
南
日
本
は
實
に

幸
幅
ミ
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
新
村
博
士
の
序
文
に
「
西
南
地
方
の

分
に
於
て
は
武
藤
君
の
研
究
か
ら
啓
蒙
さ
れ
九
こ
唱
こ
が
多
か
っ

た
」
ミ
あ
り
、
内
藤
博
士
の
序
文
に
「
君
が
一
著
は
各
種
の
問
題

に
回
り
暗
示
に
富
み
、
三
三
の
研
究
者
を
三
盆
す
べ
き
長
所
も
有

す
」
ミ
あ
る
通
り
、
決
し
て
あ
り
ふ
れ
た
地
方
史
書
で
は
な
く
、

著
者
の
學
に
患
な
る
眞
摯
な
る
面
目
が
躍
如
ミ
し
て
巻
中
に
溢
れ

て
居
る
。
四
＋
五
葉
の
三
三
こ
二
葉
の
口
総
も
亦
美
麗
精
巧
で
何

れ
も
三
三
の
も
の
ば
か
り
、
眞
に
錦
上
花
を
添
へ
て
居
み
。
國
史

東
洋
史
支
那
文
學
に
志
す
士
に
は
勿
論
、
好
古
の
清
癖
あ
る
入
に


